
４　総合的な学校関係者評価
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学校は、子どもたち一人一人を大切にしながら日々の教育活動に取り組んでいる。 Ａ

学校は、子どもたちや保護者の方、地域の方の声を聞き、学校教育に反映しようしている。 Ａ

子どもたちは、物事をよく考えて判断し、進んで学習に取り組もうとしている。 Ｂ

学校は、学習・生活環境の整備に努め、子どもたちが意欲的に生活を送ることができる学校づくりに努めている。

学
習

○妥当である。

○欠席の際のタブレットによるリモートでの授業参加など、幅広い方法
　　で学習を進めていただいており、その達成状況が保護者にも見えて
　　いる。

○コロナ禍の中、様々な学習の機会、体験の機会を十分に持っていた
　　だいている。

○「そうあんくんの日」は、学校の工夫や努力と家庭の意識の高まりが
　　連動していない。大人にとっての「そうあんくんの日」でも
　　あるという自覚を高め、親子で草庵先生のことについて学んだり
　　していく中で、取り組みの仕方等の共通理解を図るべきである。

○「そうあんくんの日」は取り組む日を一律に決められると家庭によっ
　　ては難しい日も出てきてしまう。各家庭で取り組む日を決められる
　　ようにする等、取り組みやすいような環境を整えることも必要。

【学習】
【新学習システム・がんばりタイム】
・担当職員や複数指導に入る職員の尽力で、十分に成果が上がっている。
【タブレットを用いた学習】
・意欲を高め、成果も上がっている。家庭での適切な使用についての啓発は
　引き続き必要である。
【体験学習・ふるさと学習】
・学校行事や授業に関連した内容について、地域人材と資源の活用を推進する。
・コロナ禍で難しい面はあるが、できるだけ人（児童、職員以外の）と繋がる機会を
　つくりたい。
・自然学校の実施方法を変えていく必要があると感じる。日数や宿泊についても
　見直す時期だと感じる。子どもたちがついて行けていない。
・コロナ禍の中、対策を取りながら臨機応変に内容や日程を工夫できた。
【そうあんくんの日】
・考える機会にはなっていると思うが、保護者の意識によって評価が大きく変わって
　しまうところが悩ましい。
・家庭によると思う。放課後のことなので学校がどこまで指導するか難しい。
【家庭への連絡】
・日々の連絡帳や家庭連絡および、事（けがや自然災害）あるごとの保護者との連絡や
　相談をすることができている。
・保護者の思いも考慮しながら、上手に伝達ができている。

校外学習や、栽培・農業体験、氷ノ山登山、自然学校、修学旅行などの体験は、子どもたちの成長に結びついている。

学校行事は、その実施時期や内容を工夫しながら、適切に実施されている。

子どもたちの様子は、懇談や通知表で適切に伝えられている。

Ａ

学校は、家庭と十分に連絡を取り、連携が取れた指導を行うように努めている。 Ａ

学校は、上記１～９の内容を、学校行事・ＰＴＡ活動・各種便り・ホームページ等で適切に伝えている。 A

A

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

算数の複数指導(教師二人での指導)やがんばりタイム（放課後の学習支援）は、基礎学力定着の支援となっている。

タブレット等を用いた学習は、子どもたちの学習意欲を高め、学習理解を深めることに有効である。

学校は、生活のきまりやＳＮＳルールに基づいて、日頃から生活指導を行っている。 Ａ

学校は、いじめや生活指導上の問題などの早期発見に努めている。

“そうあんくんの日”の取り組みは、望ましい家庭生活について考える機会になっている。

【めざす教育】
【学校】
・教室環境や施設内の掲示など、学校長を先頭に職員が積極的に環境整備を進め、落ち着いた雰囲気で
　意欲を持って学習活動に取り組むことができる環境づくりができている。
・児童会の粘り強い取り組みで、あいさつの声の大きさや言い方は良い水準を維持できている。
・積極的にあいさつをすべき場面かそこまででもない場面かの判断は、児童では難しい。その都度児童に
　指導するようにしていく。
・家庭や地域の事情もあり、一律にハイレベルで挨拶ができる様にすることは難しいと思うが、学校で
　一定の啓発（声かけ程度）を継続する。
・保護者や地域の方が学校に足を向けることができる機会が減っているので、十分に情報共有できる
　ようにするための発信の工夫を考えていく。
・コロナ禍で地域との繋がり方が難しくなっているが、その中でも学校と家庭とが工夫して連絡を
　取り合うことで、アフター（ウィズ）コロナへ向けた新しい連携を構築できつつある。
・学力調査や児童の学校生活の様子から、職員が児童に寄り添いよりよい成長を促していると考えられる。
・学校行事など、保護者の感想や意見を収集できるようにしている。また、保護者会や懇談会などでも
　意見を聞くことができており、その後の教育活動に反映されている。
・一方の考えだけではなく、双方の考えを大切にしつつ認め合えるような関係を築いてもらえるような
　関わりを今後も継続する。
・辛抱する機会が生活の中で減っている以上、そういう機会を作っていくしかない。
・粘り強くやる機会は少ないと思うが、素直に頑張っていると思う。
【児童】
・どのレベルまで求めるか難しいが、それぞれの発達段階に応じた力がついていると思う。
・保護者や地域からの要望もあり悩ましいところではあるが、手を掛けすぎの面があるように思う。
　「子どもたちの自立」を考えたときに、もう少し突き放して考えさせることも必要だ。
・児童自身の到達目標が、どのレベルかを掌握することが難しい。全体のレベルアップと、より伸ばすことが
　できる個々の児童への対応の両立が必要である。
・どうしたらいいか自分で考えられるようにするには、保護者や地域とも連携しながらある程度「困らせる」
　ことも必要である。
・言われたことは進んでしてくれるが、自分で考えて行動することが苦手に思える。できる力は十分にある
　ので、こちらからの声かけや、意識付けを進める。
・それぞれの学級での子どもたち一人一人の共感力は随分高まっている。その高まりを家庭でも支えて
　いただけるように伝えていく。
・より困難なことに挑戦する姿勢がもっとあってもよい。自分で限界（壁）を作っているような感じを受ける。
【小中一貫教育・情報発信】
・6年生の中学校登校や「そうあんくんの日」の取組なども大切であるが、職員の授業指導の交流や参観授業
　などカリキュラム的な組織運営も進めていきたい。
・関宮学園のようにならない限り、保護者や地域の方の関心も高まらないだろうし、分かりにくいだろう。
・個人情報のこともあるので、現在の伝え方がベター（ベストかは分からないが）だと思う。
・学校長によるホームページの更新が細かにできている。

Ａ

子どもたちは、思いやりの心を持ち、仲間と協力して成長しようとしている。 Ａ

子どもたちは、何事もねばり強くやり抜こうとしている。 Ｂ

学校は、“小中一貫教育”の取組内容について、保護者の方や地域の方に理解されるように努めている。 A

Ａ

子どもたちは家庭や地域で進んで挨拶をしようとしている。 Ａ

学校は、地域とともに歩む、安全で安心な学校づくり（信頼される学校づくり）に努めている。 Ａ

Ａ

自己評価の適切さ

養父市立伊佐小学校
令和５年３月１５日

１　学校教育目標

５　評価項目ごとの学校関係者評価

令和４年度　学校評価（学校自己評価・学校関係者評価）

２　本年度の重点目標

３　学校自己評価結果（Ａ優れている　Ｂ良い　Ｃ良くない　Ｄ要改善）

ふるさとを愛し　自らを高め　未来への道を切り拓く　八鹿青渓っ子の育成

　■ふるさとを愛し、集団の中で自己の有り様を考え、実践できる児童を育成する　　　■知・徳・体のバランスを保持し、「確かな学力」を備えた児童を育成する　　　■学校を中心とした関係機関との連携を密にする

各項目において、概ね妥当な評価であった。児童はコロナ禍で様々な制約がかかる中でも、工夫しな
がら意欲的に学校生活を送っている様子である。ウィズコロナ、アフターコロナにおいても常に児童
に寄り添い、様子を細かく見ていただくと同時に、特に児童の粘り強さ、逆境に立ち向かう力を育ん
でいってほしい。家庭においては児童の経験値を高めることができるよう、親子でコミュニケーション
を取りながら様々な体験（お手伝い等）をさせてほしい。学校へ足を運べる機会が戻ってきつつある
ので、その機会を生かし、学校、家庭、地域の連携をより強固なものにしていきたい。

生活科や総合的な学習の時間を中心に、コウノトリや地域探訪などのふるさと学習に積極的に取り組んでいる。

達成状況 学校の取組状況・改善の方策評価項目・取組内容

○妥当である。

○あいさつは、誰でも指導できる内容であるが、その割には評価が低
　　い気がする。学校、家庭、地域が一体となり、大人自身が見本を見せ
　　ながら、あいさつの評価が高まる伊佐校区にしてほしい。

○子どもたち一人一人を本当に大切にしながら見ていただいているそ
　　の姿が、保護者に十分に届いていない気がする。先生方が自信を持
　　ってさらに積極的に伝えていってほしい。また、学校からの発信を広
　　く行っていく必要がある。

○例えばＳＤＧｓの学習により、知識は持つことができていても、それが
　　自分たちの生活の中での問題解決にはつながらない。生活の中での
　　経験不足によるもので、経験を踏ませる部分については家庭や地域
　　に返しながら、学校でも家庭・地域でも実践できるようにしたい。

○思いやりの心を持つことができているのはとても良いことである。相
　　手のことを考える力をさらに磨いていって欲しい。

○成長は、失敗しながらしていくものである。どんどん失敗して、自分を
　　高められるような環境をつくりたい。

○粘り強くやり遂げる場面が少ない。あえて困らせ、汗をかかせる場面
　　を学校でも家庭でも意図的につくっていく必要がある。

○小中一貫教育の内容が分かりにくい。成果が実感として感じられてい
　　ない。小中一貫教育の取り組みを広く伝える方法も必要である。（実
　　感できるような方策を考えたい）

生
活

【生活】
【生活指導】
・「いじめアンケート」や「生活アンケート」などの定期的な
　調査に加えて、日々の観察や子どもとの十分な関わりの
　大切さを感じる。
・子どもたちのちょっとした変化にもよく気づくことが
　できている。 今後も全体共有を十分に行いたい。
・ていねいに児童の話を聞いている姿を常に見かける。
・健康チェックや季節、時期に合わせた健康指導、食育など
　適切に行われている。
・学校では養護教諭を中心にしっかり取り組んでいる。
　家庭への啓発をさらに進めたい。
【保護者・家庭との連携】
・早め早めの連絡ができている。

○概ね妥当である。

○保護者や地域が学校生活の状況の詳細な報告を求めるように
　　なってきている。学校はその求めに応じられるよう日々努力
　　をしている。保護者や地域にその内容をわかりやすく伝え、学
　　校への理解を深めることが必要である。

○時代の流れでもあろうが、少子化も影響して目が行き届き過ぎ
　　耐える力、粘り強く頑張る力を着けていくことが難しい。時に
　　は突き放すことも必要である。

○昨今の社会の様子を見ていると、安全対策、防犯対策はさらに
　　重要度が高まっているように感じる。学校、家庭、地域で防犯
　　教育の一体的な推進を図りたい。

Ｐ
Ｔ
Ａ

○妥当である。

○コロナ禍等で学校やＰＴＡの取組の様子が見えにくく、見えやす
   いところで評価されているように感じる。ウィズコロナや、アフ
　 ターコロナにおけるＰＴＡの活動の在り方について考えて行き
   たい。

【ＰＴＡ】
・コロナ禍でここ数年は以前より難しくなってきているが、できることは
　きちんとしていただいている。
・継続するコロナ禍で、学校のこともよく理解していただきながら、ＰＴＡ
　活動を推進していただいた。
・役員さん、委員さんのご尽力により、現在の状況では十分な活動ができて
　いると思う。

学校は、健康で安全な学校生活が送れるように、適宜指導を行っている。 Ａ

学校は、学校行事やＰＴＡ活動などを通して、保護者の方や地域の方との相互理解が深まるように努めている。 Ａ

ＰＴＡ活動は、適切に運営されている。 Ａ

学校は、子どもたちと個別に話を聞く機会を持ち、適切に対応するように努めている。


